
「
藤
島
地
域
教
育
振
興
会

議
」
の
第

回
会
議
が
７

1

日
、
藤
島
地
区
地
域
活
動

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。委

員
長
に
近
藤
直
志
・

渡
前
地
区
自
治
振
興
会
長
、

副
委
員
長
に
中
田
英
幸
・

藤
島
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

を
選
出
し
ま
し
た
。

来
年
９
月
ま
で
計
７
回

の
会
議
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

７
年
度
か
ら
実
施

市
教
育
委
員
会
で
は
、

令
和
５
年
度（
２
０
２
３
）

に
「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教

育
基
本
計
画
」を
策
定
し
、

７
年
度
（
２
０
２
５
）
か

ら
各
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
で
、

小
中
一
貫
教
育
を
実
施
す

る
と
説
明
し
ま
し
た
。

藤
島
中
学
校
改
築
に
合

わ
せ
て
、
布
川
敦
教
育
長

は
「
藤
島
地
域
に
と
っ
て

望
ま
し
い
小
中
一
貫
教
育

の
在
り
方
、
望
ま
し
い
学

校
施
設
規
模
な
ど
を
具
体

的
に
協
議
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
、
課
題
を
提
起

し
ま
し
た
。

同
地
域
の
藤
島
、東
栄
、

渡
前
の
３
小
学
校
と
藤
島

中
に
つ
い
て
、

「
一
貫
校
は
つ
く
ら
な
い

既
存
の
形
態
」

「
併
設
型
小
・
中
学
校
」

「
９
年
間
の
義
務
教
育
学

校
」
の
い
ず
れ
の
形
態
に

す
る
か
を
話
し
合
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、「
小
中
一

貫
教
育
は
決
ま
っ
た
こ
と

な
の
か
。
止
め
る
と
い
う

選
択
は
な
い
の
か
」、

「
藤
島
地
域
に
合
っ
た
教

育
委
員
会
の
お
勧
め
プ
ラ

ン
は
あ
る
の
か
」
な
ど
と

出
さ
れ
ま
し
た
。

当
局
は
「
お
勧
め
プ
ラ

ン
は
持
っ
て
い
な
い
。
藤

島
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

地
域
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

教
育
委
員
会
も
検
討
し
て

い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

Ｑ
＆
Ａ
集

会
議
で
は
、「
鶴
岡
型
小

中
一
貫
教
育
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
の
Ｑ
＆
Ａ
集
」

も
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
１

小
中
一
貫
教
育
っ

て
、
何
で
す
か
？

Ａ
１

平
成

年
に
国
が
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定
め
た
学
校
教
育
に
関
わ

る
制
度
で
す
。

Ｑ
２

小
中
一
貫
教
育
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
教
育
で

す
か
？

Ａ
２

小
学
校
と
中
学
校

が
目
指
す
子
ど
も
像
を
共

有
し
、
９
年
間
を
通
じ
た

教
育
課
程
を
編
成
し
て
系

統
的
な
教
育
を
目
指
し
ま

す
。

Ｑ
３

な
ぜ
、
い
ま
小
中

一
貫
教
育
が
必
要
な
の
で

す
か
？

Ａ
３

学
校
教
育
の
課
題

解
決
と
、
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
指
導
の
た
め
で
す
。

～
な
ど
が
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

次
回
は
萩
野
学
園

資
料
で
は
、
小
学
生
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
育
ち

に
く
い
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト

も
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
の
会
議
は

月
中

11

旬
に
、
新
庄
市
立
萩
野
学

園
か
ら
話
を
聞
く
と
し
て

い
ま
す
。

同
学
園
は

つ
の
小
学

3

校
と

中
学
校
が
平
成

1

29

年
（
２
０
１
７
）
４
月
統

合
し
、
生
徒
数
が
３
７
２

人
で
、
１
学
年
は

～
34

46

人
の
規
模
で
す
。
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村
の
四
季

⑱
鈴
木
重
雄(

八
色
木)

ク
リ(

栗)

の
花
咲
く
頃

八
栄
島
小
学
校

創
立

記
念
日

鉛
色
の
空
か
ら
霧
雨
が

降
り
、
銀
色
に
光
っ
て
い

た
田
ん
ぼ
も
緑
一
面
で
あ

る
。草

木
は
勢
い
よ
く
繁
茂

し
、
農
家
は
雑
草
と
の
闘

い
に
追
わ
れ
る
。

栗
の
花
が
異
様
な
香
り

を
漂
わ
せ
る
頃
、
６
月
20

日
は
八
栄
島
小
学
校
の
創

立
記
念
日
で
あ
っ
た
。

八
栄
島
小
学
校
は
、
明

治
９
年
（
１
８
７
５
）
半

澤
多
聞
氏
（
現
当
主
正
昭

氏
）
の
自
宅
３
教
室
（
７

坪
半
、
５
坪
、
２
坪
半
）、

職
員
室
３
坪
を
借
り
、
八

色
木
村
と
豊
栄
村
の
就
学

児
を
対
象
に
設
立
し
た
。

入
学
児
童

人（
男

、

15

13

女
２
）、
対
象
学
齢
児
童
１

４
２
人
で
あ
っ
た
か
ら
、

就
学
率
１
割
で
あ
る
。

初
代
教
員
は
半
澤
多
聞

氏
が
勤
め
た
。

翌

年
、
小
中
島
村
地

10

福
院
（
小
中
島
公
民
館
）

に
あ
っ
た
学
校
と
統
合
し
、

校
名
を
凌

霄
学
校
と
改

り
よ
う
し
よ
う

称
し
た

「
霄
」
は
空
の
意
で
、

空
を
し
の
ぐ
こ
と
。
志
の

高
い
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。

小
鷹
亀
太
郎
氏
（
現
当

主
泰
春
氏
）
と
熊
木
伊
ヱ

門
氏
宅
を
借
家
し
な
が
ら
、

現
在
八
色
木
公
会
堂
の
場

所
に
、
明
治

年
（
１
８

28

９
５
）、
和
風
２
階
、
杉
皮

屋
根
１
２
４
坪
を
新
築
し

た
（
八
栄
島
小
学
校
１
０

０
年
の
歩
み
参
照
）。

私
の
聞
い
た
話
で
は
、

豊
栄
の
豪
農
・
日
向
三
右

衛
門
の
蚕
舎
を
移
築
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
蚕
舎
は
松
ヶ
岡
の

蚕
舎
と
同
じ
作
り
で
あ
っ

た
。私

は
こ
の
校
舎
で
学
ん

だ
。梅

雨
晴
れ
の
こ
の
日
は
、

全
校
生
徒
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
集
合
し
、
君
が
代
と
校

歌
を
斉
唱
し
、
続
い
て
校

長
先
生
が
、
校
章
が
「
ノ

ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
」
で
あ
る

由
来
、
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ

（
凌
霄
花
）
は
、
夏
の
暑

さ
に
負
け
ず
、
天
に
向
か

っ
て
咲
き
誇
る
、
た
く
ま

し
い
花
で
あ
る
こ
と
を
話

し
て
く
れ
た
。

梅
雨
の
晴
れ
間
の
蒸
し

暑
い
中
で
の
式
典
な
の
で
、

日
射
病
に
気
を
使
う
創
立

記
念
日
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
発
足
し
た
八

栄
島
小
学
校
は
、
大
正
12

年
（
１
９
２
３
）
に
は
在

校
生
２
９
６
人
の
規
模
と

な
り
、
昭
和

年
（
１
９

18

４
３
）に
校
舎
を
増
築
し
、

同

年
（
１
９
４
９
）
学

24
制
改
革
に
よ
り
高
等
科
を

廃
止
し
、
新
制
中
学
校
を

併
設
し
た
。

同

年
（
１
９
５
２
）

27

藤
島
・
八
栄
島
組
合
立
中

学
校
を
設
立
。
そ
し
て
同

年
（
１
９
７
８
）
八
栄

53島
小
学
校
は
藤
島
小
学
校

に
統
合
さ
れ
、
１
０
２
年

の
歴
史
を
閉
じ
た
。

日向三右衛門蚕舎移築

藤
島
地
域
教
育
振
興
会
議

小
中
一
貫
教
育
の
協
議
始
ま
る



渋
谷
耕
一
議
員
の
政
務

活
動
費
ガ
ソ
リ
ン
代
が
、

私
的
流
用
の
疑
問
が
あ
る

と
し
て
、
住
民
監
査
請
求

が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

監
査
が
却
下
さ
れ
た
こ

と
か
ら

日
、
請
求
者
５

11

人
が
市
議
会
に
公
開
質
問

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

力
対
力
を
外
交
で

連
日
の
北
朝
鮮
の
ミ
サ

イ
ル
発
射
と
、
米
韓
に
日

本
も
加
わ
る
軍
事
演
習
は
、

エ
キ
サ
イ
ト
し
な
が
ら
発

展
し
て
い
る
模
様
。
双
方

共
、
相
手
が
や
っ
た
か
ら

抗
議
の
行
動
だ
と
言
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
日
本
を

挟
み
睨
み
あ
っ
て
い
る
わ

け
で
、
気
持
ち
が
悪
い
事

こ
の
上
な
い
。

▲
こ
の
力
の
誇
示
、
つ
ま

り
力
対
力
に
は
ナ
ン
ボ
使

っ
た
か
。
何
の
生
産
も
な

く
、
資
源
の
無
駄
使
い
と

環
境
汚
染
を
進
め
て
い
る
。

こ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
の
が
外
交
な
ん
だ
が
。

▲
外
交
文
書
を
持
ち
出
し

た
と
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い

た
ト
ラ
ン
プ
だ
が
、
彼
は

金
正
恩
と
握
手
を
し
た
ん

だ
ろ
。
だ
か
ら
あ
の
後
し

ば
ら
く
は
今
の
よ
う
な
心

配
が
無
か
っ
た
ん
だ
。
戦

争
の
心
配
を
無
く
す
る
の

が
外
交
で
、
戦
争
の
心
配

を
し
な
く
て
も
い
い
よ
う

に
す
る
の
が
政
治
家
の
仕

事
な
ん
だ
か
ら
。

▲
と
こ
ろ
が
、
ト
ラ
ン
プ

よ
り
近
く
に
い
て
サ
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
と
小
泉
首

相
に
は
出
来
た
が
、
ア
ベ

に
は
出
来
な
か
っ
た
北
と

の
交
渉
。
世
界
を
俯
瞰
し

た
外
交
・
と
持
ち
上
げ
て

い
る
人
た
ち
に
聞
き
た
い
。

▲
大
き
な
の
し
袋
を
持
っ

て
世
界
を
飛
び
な
が
ら
、

近
く
の
中
国
・
韓
国
・
北

朝
鮮
と
は
仲
良
い
関
係
を

作
れ
ず
、

回
も
会
っ
た
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と
い
う
プ
ー
チ
ン
に
は
２

島
を
あ
や
ふ
や
に
し
た
ア

ベ
政
治
を
、
国
葬
の
要
因

と
言
っ
て
い
る
首
相
に
同

調
で
き
る
ん
だ
か
・
と
。

▲
市
議
会
で
、
安
倍
晋
三

元
首
相
の
国
葬
の
「
閣
議

決
定
」
を
撤
回
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

は
、否
決
さ
れ
た
と
の
事
。

果
た
し
て
市
民
の
声
か
。

▲
国
会
が
開
か
れ
ず
、
閣

議
決
定
だ
け
で
実
行
さ
れ

た
国
葬
。
か
つ
て
の
葬
儀

で
国
葬
に
し
た
い
考
え
に

法
制
局
長
官
は
、「
各
党
に

聞
け
」
と
言
っ
た
と
い
う

良
識
が
、
今
は
。（
石
川
）

炊
（
い
っ
す
い
）」
は
、
米

や
粟
（
あ
わ
）・
き
び
な
ど

を
炊
く
時
間
を
指
す
。
き

び
が
炊
け
る
間
に
見
た
昼

寝
の
夢
、
束
（
つ
か
）
の

間
（
ま
）
の
夢
の
こ
と
。

本
文
の
引
用
は
、『
太
平
広

記
（
た
い
へ
い
こ
う
き
）』

巻
八
二
で
あ
る
。

以
下
、
村
山
先
生
に
か

か
わ
る
一
部
を
そ
の
ま
ま

引
用
さ
せ
て
戴
く
。

「
５
年
生
の
担
任
で
主
任

は
村
山
俊
太
郎
先
生
だ
っ

俊
太
郎
の
教
育
力

元
同
僚
の
回
顧
録

１
９
３
７
年
、
俊
太
郎

が
山
形
市
第
八
尋
常
高
等

小
学
校
に
転
任
し
た
時
、

山
形
師
範
を
卒
業
し
新
採

梛
野(

な
ぎ
の)

営
造
が
い

た
。先

生
は
退
職
後
、
回
顧

録
『
黄
梁(

こ
う
り
ょ
う)

一
炊
の
夢
』を
書
か
れ
た
。

意
味
は
、「
黄
粱
（
こ
う

り
ょ
う
）」
は
、
き
び
。「
一

た
。
丸
顔
で
、
坊
主
頭
で

体
格
の
い
い
人
で
あ
っ
た
。

年
は

～

歳
、
一
見
大
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変
穏
や
か
な
感
じ
で
あ
る

が
、
な
か
な
か
し
っ
か
り

し
た
相
当
な
人
物
だ
と
い

う
印
象
で
あ
っ
た
。

着
任
し
て
間
も
な
く
、

「
村
山
先
生
て
な
れ
、
赤

だ
か
ら
気
を
つ
け
ろ
」
と

何
人
か
の
同
僚
か
ら
そ
っ

と
注
意
さ
れ
た
。し
か
し
、

村
山
先
生
は
思
想
的
な
こ

と
は
一
言
も
口
に
し
な
か

っ
た
。
先
生
は
非
常
に
よ

く
勉
強
も
す
る
し
、
人
間

的
に
も
大
変
す
ぐ
れ
た
教

師
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に

わ
か
っ
た
。

隣
の
村
山
学
級
は
、
毎

村
山
俊
太
郎
・
ひ
で
夫
妻

青
山

崇

日
毎
日
が
生
き
生
き
と
し

て
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
、

自
分
の
学
級
は
つ
ま
ず
い

て
ば
か
り
い
た
。

力
の
相
違
は
恐
ろ
し
い

も
の
で
、
情
け
な
い
ほ
ど

の
違
い
を
は
っ
き
り
認
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

自
分
の
無
力
を
悟
っ
た

私
は
、
必
死
に
な
っ
て
授

業
法
を
研
究
す
る
の
で
あ

る
が
、
そ
う
簡
単
に
わ
か

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。」

令和４年１０月１１日
鶴岡市議会議長 菅原一浩 殿

政務活動費のいっそうの透明性をもとめるための公開質問書

政務活動費の支出について、私たちは９月５日に監査請求を行いましたが、
「１年経過」のために請求は却下されました。しかしながらその疑義が解消
された訳ではなく、地方自治法第 100条第 16 項に、「議長は、第 14 項の政
務活動費については、その使途の透明性の確保に努めるものとする。」とあり
ます。
鶴岡市政務活動費の手引きに、「議長は、報告書を提出期限の日から５年間

保存しなければならない。交付を受けた会派の経理責任者並びに無会派議員
は、領収書その他の証拠書類を、報告書の提出期限 から５年間保管しなけれ
ばならない。」「市民への説明責任を果たす観点から、会派及び無会派議員自
ら透明性の確保に努めなければならない。」とあります。
私たちは下記のことを鶴岡市議会に要望と質問をいたします。１０月２８

日までに、市議会としてのご回答をお願いいたします。
記

１、私たちが請求した渋谷耕一議員の件について、ご回答をお願い致します。
・令和２年度の収支報告で、毎月のガソリン代領収書の単価が 12 枚とも「1
リットルあたり 164円」と記載されていた件。
・新潟県立リウマチセンターで３回調査を行ったとしている件。
・海水浴場や海岸ゴミ調査で海岸部を訪れていた件。
・令和２年度に遊佐町枡川鮭漁業生産組合を６回訪れていた件。
〇どの内容についてどれだけ返金されているのか明らかにしていただきた

い。
〇どのような方法で返金されたのか明らかにしていただきたい。
質問者（住民監査請求者５名）
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